
研究スタッフ	 
教　　授：乾	 健太郎　　　　准教授：岡崎	 直観　	 

助　　教：井之上	 直也　　 

特任助教：松林	 優一郎、田	 然、折田	 奈甫、水本	 智也 

研	 究	 員：高橋	 容市、成田	 和弥、福原	 裕一、 
　　　　　松田	 耕史、山口	 健史、菅野	 美和	 

研究目的	 

主な研究テーマ	 

情報伝達のための最も重要なメディアは、日本語や英語など、誰もが日常で使っ
ている言語（ことば）です。人が話すこうした言語を、情報科学では「自然言
語」と呼びます。本研究室では、自然言語で表現され、伝達され、蓄積される情
報や人の知識をコンピュータで処理するための基礎理論、基盤技術、応用技術に
関する研究を行っています。	 

1. Web情報分析 (言論マップ生成）	 

乾・岡崎研究室	 www.cl.ecei.tohoku.ac.jp	 

Webには多様な情報があり、検索エンジンに
よって容易に入手できるようになりました。
しかし、一つの情報をただちに信じることは
危険な場合があります。	
	
• 虚偽の情報（意図的，無知識，無責任）	
• 個人の経験に基づく意見	

うがいは風邪を予防できる？	 

賛成・反対意見が俯瞰でき，
理由も調べることができます	

言論マップ	

賛否によるネット情報の自動分析は世界初�
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3. 「行間を読む」言語理解への挑戦	 

乾・岡崎研究室	 www.cl.ecei.tohoku.ac.jp	 

2. 知識の自動獲得・構造化に基づく情報の論理構造とリスクの分析	 

•  ウェブやソーシャルメディアなどによる、情報の流通の加速 

•  一方、偏った情報やデマなどの拡散による社会の混乱や不安が増大 

流通している情報の背後にある論理構造を解析し、その整合性を分析する
ことで、安全・危険に関する多角的な判断材料を人や社会に提供	 

「○○という目的を達成するために××
という行動をする」という意思決定の
ための判断材料（根拠情報）の提示	 

ネット上で言及されている物・事態に
関する知識を獲得・活用 

消毒薬	 

イソジン	 マキロン	 

エンティティの知識	 

イソジン	 
ポビドン
ヨード	 

エンティティ間の関係知識	 

同義	 
イソジン	 ヨウ素	 

含む	 

xを飲む	 

含意・因果関係知識	 

xが胃に入る	 

消毒液が胃に入る	 胃があれる	 

胃があれる	 

危険	 

嘔吐する	 

嘔吐する	 

イソジンを飲むと，消化器官の粘膜が破壊され，嘔吐が引き起こされる．	 

イソジンを飲む	 →	 消毒薬を飲む	 →	 消毒薬が胃に入る	 

消化器官の粘膜が破壊される→	 胃の粘膜が破壊される→	 胃があれる	 

嘔吐が引き起こされる	 →	 嘔吐する	 	 

危険	 
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① 世界最速の推論エンジン
7分（US） → 3秒（東北大）

情報処理学会 山下記念賞 (2012)
言語処理学会 年次大会優秀賞 (2012)

② 仮説の評価関数の学習 
（世界初）
NLP若手の会 奨励賞 (2012)
自然言語処理研究会 学生奨励賞 (2012)

③ 言語処理への応用
言語処理学会 年次大会最優秀賞 (2014)

参議院選挙に関する 
ツイートデータの分析 
（2013年7月3，22，26日 
朝日新聞掲載） 

朝日新聞社との共同研究 
日本リスク研究学会年次大会 
優秀発表論文賞 (2013) 
AMT Best Paper Award (2014) 
言語処理学会	 年次大会最優秀賞 (2015)	 

http://www.cl.ecei.tohoku.ac.jp

